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上場廃⽌決定後の流れ

上場廃⽌とは、 企業が上場している証券取引所から退場し、その取引所で株式等の売買が終了することです。上場廃⽌決定後の流れは以下の通りです。

‧上場廃⽌が決定した企業の株式は「整理銘柄」に指定され、投資家に周知されます。

1：整理銘柄への指定

‧投資家が株式を売却する機会を設けるため、⼀定期間（通常1ヶ⽉程度）は売買が継続されます。

2：⼀定期間の売買

‧上記期間が終了すると、上場廃⽌が実施され、取引所での売買ができなくなります。

3：上場廃⽌の実施
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上場廃⽌したら会社はこうなる：経営‧財務⾯への影響

■ ネガティブな影響

‧証券取引所を通じた不特定多数からの資⾦調達（公募増資など）ができなくなり、短期での多額の資⾦調達が難しくなります。

1：資⾦調達の⽅法が制限される

‧特にネガティブな理由（業績不振や不祥事）での上場廃⽌の場合、取引先や消費者からの信⽤⼒が低下し、売上や借⼊に影響する恐れがあります。

2：ブランドイメージが下がる可能性

■ ポジティブな影響（主に経営戦略の場合）

‧敵対的買収のリスクを回避でき、株主の短期的な評価を気にせず、中⻑期的な視点での経営に打ち込めます。

1：経営の⾃由度が⾼まる（経営権の獲得）

‧監査費⽤、株主総会の運営費⽤、有価証券報告書の作成費⽤といった上場維持にかかるコストが不要になります。

２：上場維持コストを削減できる
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上場廃⽌したら株主‧株価はこうなる：保有する株式の⾏⽅

パターン1：株式を売却して現⾦化する 

上場廃⽌が実施されるまでの「整理銘柄」指定期間中に、取引所を通じて株式を売却します。上場廃⽌後は取引所での売買ができなくなるため、多くの株
主がこの期間に売却を選択します。

パターン2：⾮公開化して株主へ⾦銭を⽀払う

経営戦略としてのMBO（経営陣による買収）やTOB（株式公開買付）などで上場廃⽌になる場合、既存の株主に対して、買い取りのための⾦銭が⽀払われ
ます。

パターン3：株式の価値がゼロになる 

企業の経営破綻（倒産）が理由で上場廃⽌になる場合、株式の価値は実質的にゼロになります。



© MoneyForward, Inc.

  

© MoneyForward, Inc.

上場廃⽌したらこうなるブック

上場廃⽌に⾄る理由

1：経営戦略として上場廃⽌を選ぶ（⾃主的） 

経営の⾃由度を⾼めるために、あえて上場廃⽌を選択するケースです。

‧敵対的買収の回避

⽬的の例

‧上場維持基準への不適合（株主数、時価総額などが基準未満）
主な上場廃⽌要件（例）

‧MBO（経営陣による買収）による経営改⾰ ‧中⻑期的な視点での経営への集中

2：上場廃⽌の要件を満たした（強制的）

証券取引所が定める上場廃⽌基準に該当した場合です。

‧有価証券報告書の提出遅延

‧虚偽記載⼜は不適正意⾒等

‧特別注意銘柄（内部管理体制が改善しない）

‧上場契約違反

‧その他（他の会社の完全⼦会社になる、破産など）


